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露地野菜作で肥料を30～50%削減できる
　「うね内部分施用法」を開発!

高度作業システム研究チーム　屋代　幹雄
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は
じ
め
に

　
キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
露
地

野
菜
作
で
、
肥
料
の
施
用
範
囲
を
限
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
う
ね
内
部
分
施

用
法
」
と
こ
れ
を
実
現
す
る
「
う
ね
内

部
分
施
用
機
」
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
肥
料
施
用
量
を
削
減
し
、

肥
料
代
と
環
境
負
荷
を
大
幅
に
低
減
で

き
ま
す
。

う
ね
内
部
分
施
用
法

　
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」
は
、
肥
料

を
圃
場
全
面
に
散
布
し
て
土
と
混
合
す

る
従
来
の
「
全
面
全
層
施
用
法
」
と
異

な
り
、
う
ね
を
立
て
る
時
に
う
ね
中
央

部
分
に
の
み
限
定
し
て
土
壌
と
肥
料
を

混
合
し
て
施
用
す
る
手
法
で
す
（
図
1
）。

そ
の
た
め
、
圃
場
全
体
の
施
用
量
を
30

〜
50
％
程
度
削
減
し
て
も
、
定
植
し
た

苗
の
根
の
周
辺
に
は
、
全
面
全
層
施
用

法
を
行
っ
た
場
合
と
同
等
以
上
の
肥
料

が
あ
る
た
め
、
初
期
生
育
が
良
好
で
、

収
量
も
全
面
全
層
施
用
法
と
同
等
以
上

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
面
全
層
施
肥

し
た
う
ね
の
間
の
肥
料
は
有
効
に
使
わ

れ
ず
、
収
穫
後
の
土
壌
中
に
そ
の
肥
料

成
分
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
が
少
な
く
な
る
た
め
、
肥
料
成

分
が
圃
場
外
へ
流
出
す
る
の
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
、

環
境
へ
の
負

荷
を
低
減
さ

せ
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

う
ね
内
部
分
施
用
機

　
図
2
は
、
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」

を
実
現
す
る
た
め
の
ト
ラ
ク
タ
用
の
作

業
機
で
す
。
肥
料
を
う
ね
中
央
部
の
幅

15
cm
〜
25
cm
、
深
さ
20
cm
の
範
囲
に
土

壌
と
混
合
し
な
が
ら
施
用
し
ま
す

（
図
3
）
。
ま
た
、
こ
の
後
方
に
播
種

機
を
取
り
付
け
る
と
、
大
豆
や
ダ
イ
コ

ン
作
等
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、

「
う
ね
内

部
分
施
用

機
」
は
7

月
末
よ
り

井
関
農
機

（
株
）か
ら

販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
「
う
ね
内
部
分
施
用
法
」
は
、
キ
ャ

ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
等
露
地
野
菜
作
に
お

い
て
肥
料
の
施
用
量
を
大
幅
に
削
減
で

き
、
ま
た
、
施
肥
作
業
を
省
略
化
で
き

る
こ
と
か
ら
、
生
産
コ
ス
ト
と
作
業
時

間
を
低
減
で
き
る
方
法
で
す
。
さ
ら
に

環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
で
き
る
の
も
特

徴
で
す
。

　
今
後
、
露
地
野
菜
作
に
お
け
る
標
準

的
技
術
と
な
り
、
野
菜
生
産
農
家
の
経

営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
こ
の
方
法
は
東
北
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
東
北
農
政
局
、
北

海
道
、
岩
手
、
宮
城
、
茨
城
、
千
葉
、

群
馬
、
愛
知
、
石
川
、
大
分
の
普
及
セ

ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
の
支
援
を
得
て
、
そ
れ

ぞ
れ
実
証
試
験
を
実
施
す
る
と
と
も
に

井
関
農
機
（
株
）
と
共
同
研
究
を
実
施

し
て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

図1　これまでの施用法との違い

図2　うね内部分施用機

図3　うね内部分施用機による肥料の混合状況



特　集 農業分野における合同会社（LLC）設立の実態と特徴

農業経営研究チ－ム　　関野　幸二

　
農
業
経
営
の
法
人
化
は
、
対
外
的
な
信
用

力
や
経
営
管
理
能
力
の
向
上
、
農
業
従
事
者

の
福
利
厚
生
の
充
実
、
後
継
者
の
円
滑
な
確

保
な
ど
に
有
効
な
手
段
と
さ
れ
、
施
策
的
に

も
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
に
明
記

さ
れ
て
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
農
業
法
人
は
農
事
組
合
法
人

や
有
限
会
社
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

2
0
0
6
年
の
会
社
法
施
行
に
よ
り
有
限
会

社
は
株
式
会
社
の
中
に
統
合
さ
れ
た
の
で
、

会
社
法
人
は
株
式
会
社
、
合
同
会
社
、
合
名

会
社
、
合
資
会
社
の
4
種
類
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
今
回
新
設
さ
れ
た
合
同
会
社

（L
im

ited L
iability C

om
pany : L

L
C

）は
、

合
名
会
社
、
合
資
会
社
と
同
じ
く
知
識
や
技

術
な
ど
の
人
的
資
源
の
結
合
に
よ
る
企
業
形

態
で
す
が
、
合
同
会
社
の
出
資
者
は
有
限
責

任
で
あ
る
た
め
会
社
設
立
が
容
易
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
業
分
野
に
お
け
る
合

同
会
社
設
立
の
実
態
と
特
徴
を
、
設
立
が
多

く
見
ら
れ
る
福
井
県
の
事
例
を
も
と
に
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

合
同
会
社
の
特
徴
│
他
の
企
業
形
態
と
の

比
較
か
ら
│

　
会
社
法
の
下
で
の
農
業
生
産
法
人
（
注
1
）

の
企
業
形
態
別
の
特
徴
は
表
1
の
よ
う
に
整

理
で
き
ま
す
。
農
事
組
合
法
人
と
株
式
会
社

（
株
式
譲
渡
制
限
会
社
（
注
2
）
、
合
同
会

社
の
大
き
な
違
い
は
、
農
事
組
合
法
人
は
農

業
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
、
農
業

経
営
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
設
立
に
は
農
民
3
人
以
上

が
必
要
と
な
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
株
式

会
社
や
合
同
会
社
は
こ
れ
ら
の
規
制
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
次
に
、
農
業
で
採
用
さ
れ
る
株
式
会
社
と

合
同
会
社
の
相
違
を
み
ま
し
ょ
う
。

　
第
1
は
、
株
式
会
社
は
株
主
総
会
な
ど
一

定
の
機
関
の
設
定
が
強
制
さ
れ
、
意
思
決
定

は
原
則
と
し
て
株
主
総
会
の
多
数
決
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
。
配
当
や
権
限
も
出
資
額
に

比
例
し
ま
す
。
合
同
会
社
は
株
主
総
会
等
の

機
関
を
置
か
な
く
て
も
良
く
、
社
員
間
で
の

直
接
合
意
で
意
思
決
定
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

損
益
や
権
限
の
配
分
は
出
資
額
に
規
制
さ
れ

ず
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
２
は
、
合
同
会
社
の
設
立
手
続
き
は
簡

易
で
、
費
用
も
低
額
で
す
む
こ
と
で
す
。
合

同
会
社
の
設
立
手
続
き
は
、
社
員
決
定
│
定

款
の
作
成
│
出
資
金
払
込
│
設
立
登
記
の
申

請
│
設
立
登
記
の
完
了
で
終
了
し
ま
す
。
株

式
会
社
は
こ
の
ほ
か
に
公
証
人
に
よ
る
定
款

の
認
証
や
株
式
発
行
事
項
の
決
定
、
取
締
役
・

監
査
役
の
選
任
及
び
そ
れ
ら
に
よ
る
設
立
手

続
調
査
な
ど
の
手
続
き
が
加
わ
り
、
設
立
ま

で
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
株
式
会

社
は
登
録
免
許
税
が
資
本
金
の
1
0
0
0
分

の
7
、
定
款
認
証
費
用
が
5
万
円
必
要
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
合
同
会
社
で
は
登
録
免
許

税
が
6
万
円
、
定
款
認
証
費
用
は
不
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
第
3
は
、
合
同
会
社
で
は
決
算
公
告
義
務

が
な
い
の
に
対
し
て
、
株
式
会
社
で
は
義
務

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
合
同
会
社
は
株
式
会
社
と

比
べ
る
と
機
関
設
計
や
設
立
手
続
き
等
が
簡

易
で
あ
る
こ
と
や
設
立
費
用
も
少
な
く
て
す

む
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

合
同
会
社
設
立
の
実
態
と
特
徴

　
筆
者
ら
は
、
2
0
0
8
年
4
月
時
点
で
15

件
の
農
業
に
お
け
る
合
同
会
社
設
立
を
確
認

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
9
件
が
福
井
県

の
事
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
土
地
利
用
型
の

経
営
で
す
。
こ
れ
ら
の
事
例
調
査
か
ら
以
下

の
よ
う
な
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
ま
す
。

　
第
1
は
、
合
同
会
社
を
設
立
し
た
経
営
体

の
多
く
は
、
以
前
か
ら
法
人
化
を
計
画
し
て

お
り
、
世
代
交
代
や
事
業
継
承
、
新
事
業
導

入
な
ど
を
契
機
に
法
人
化
を
行
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　
第
2
は
、
設
立
さ
れ
た
合
同
会
社
は
、
家

族
経
営
協
定
の
内
容
を
定
款
に
定
め
た
家
族

経
営
協
定
型
の
合
同
会
社
（
Ａ
農
園
）
、
新

規
参
入
者
へ
の
事
業
継
承
を
予
定
し
た
事
業

継
承
型
の
合
同
会
社
（
Ｂ
フ
ァ
ー
ム
）
、
複

数
の
経
営
体
か
ら
な
る
共
同
経
営
型
の
合
同

会
社
（
Ｃ
フ
ァ
ー
ム
、
Ｄ
農
産
）
、
構
成
員

の
経
営
発
展
を
目
的
に
一
部
分
の
事
業
の
み

を
対
象
に
し
た
共
同
事
業
型
（
Ｅ
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
）
な
ど
多
様
な
タ
イ
プ
に
区
分
で
き
ま

す
（
表
2
）
。

　
合
同
会
社
選
択
の
理
由
と
し
て
、
設
立
手

続
き
の
容
易
さ
や
定
款
認
証
が
不
要
な
の
で

経
費
負
担
が
少
な
い
こ
と
、
取
締
役
会
の
設



置
が
不
要
な
ど
機
関
設
計
の
簡
便
性
な
ど
が

各
類
型
と
も
共
通
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
家
族
経
営
協
定
型
や
事
業
継
承
型

で
は
制
度
の
特
徴
で
も
あ
る
出
資
比
率
と
関

係
な
く
話
し
合
い
な
ど
に
よ
る
柔
軟
な
組
織

運
営
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
共
同
経
営
型
や

共
同
事
業
型
で
は
事
業
展
開
に
必
要
な
農
地

集
積
を
行
う
際
に
、
株
式
会
社
で
は
な
い
の

で
、
営
利
追
求
が
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
地

域
農
民
に
示
せ
る
こ
と
が
選
択
理
由
と
な
っ

て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
農
業
分
野
で
設
立
さ
れ
た
合
同
会
社
は
、

従
来
あ
っ
た
有
限
会
社
の
代
替
と
い
う
側
面

も
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事
例
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
定
款
自
治
を
活
か
し
て
特
徴
あ

る
会
社
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
合
同
会
社
は
定
款
の
内
容
に
よ
っ
て
会
社

の
独
自
性
を
出
せ
る
の
で
、
設
立
に
当
た
っ

て
は
目
的
に
あ
っ
た
定
款
を
作
成
す
る
な
ど

の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

設
立
の
実
務
に
対
し
て
は
専
門
家
の
助
言
を

求
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
注
1
）
農
業
法
人
は
農
地
の
権
利
取
得
の
有
無
に
よ
っ
て
、

農
業
生
産
法
人
と
一
般
農
業
法
人
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
農
業
生

産
法
人
は
農
業
経
営
を
行
う
た
め
に
農
地
を
取
得
で
き
る
法
人

で
、
農
業
生
産
法
人
と
な
る
に
は
事
業
や
構
成
員
、
役
員
に
つ

い
て
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　
注
2
）
発
行
し
た
全
部
の
株
式
に
譲
渡
制
限
を
つ
け
る
会
社

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
2
0
0
1
（
平
成
13
）年
の
農
地
法
改

正
に
よ
り
、
定
款
に
株
式
の
譲
渡
制
限
の
あ
る
株
式
会
社
に
限

り
農
業
生
産
法
人
の
一
形
態
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
公
開

会
社
と
比
べ
株
式
譲
渡
制
限
会
社
は
、
取
締
役
を
株
主
に
限
定

で
き
る
、
取
締
役
会
を
設
置
し
な
く
て
も
良
い
、
取
締
役
の
任

期
は
最
長
10
年
、
株
主
総
会
で
す
べ
て
の
議
決
が
可
能
な
ど

の
有
利
な
事
項
を
活
用
で
き
ま
す
。

   表1　合同会社、株式会社、農業組合法人の特徴

表2　合同会社（LLC）の概要

区分
根拠法

事業

最高議決機関
議決権

業務の執行

取締役・構成員（社員）

決算公告義務
定款・契約書の認証
免許登録税（設立時）
設立に必要な期間
課税方式

合同会社 株式会社（株式譲渡制限） 農業組合法人
会社法

営利事業 共同利用事業
農業経営付帯事業

定款または社員の過半数で
決定
持分譲渡と定款変更は原則
社員の全員一致

社員1名以上

なし
不要
6万円（最低額）
概ね10日
法人税

株主総会
定款または1株1票
取締役会又は取締役の過
半数で決定
取締役会を置かない場合1人
以上、おく場合3人以上
あり
必要（認証費用5万円）
15万円（最低額）
概ね20日
法人税

農協法

総会
1人1票

理事の過半数で決定

理事会必置、農民3人以上

なし
不要
不要

（?）
法人税

類型

社員

資本金

主な事業

法人化の契機

合同会社選択の
理由

備考

家族経営協定型

A農園

事業継承型

Bファーム 

共同事業型

Eファーマーズ 

共同経営型

Cファーム D農産

3人（代表社員、業務執
行社員2人）いずれも家
族員

100万円（代表社員40
万円、業務執行社員30
万円）

15haの水稲生産と米の
販売、作業受託（春・秋
の機械作業及び育苗）、
転作受託

消費税対象売上額にな
ったこと、品目横断的経
営安定対策への対応

各社員が家族経営協
定と同様の役割分担（名
刺にCEO、COO、CFO）

家族経営が基本（株式
会社は外部からの参加
が容易という認識）、家
族経営協定を結んでい
るがその精神を生かす、
設立の手続や機関設
計が簡単

6人（代表社員、業務執
行社員2人、社員3人）（業
務執行社員の1人は新
規参入者）

2人（全く対等ということ
からいずれも代表社員）

5人（代表社員、業務執
行社員3人、社員1人）

12人・2社（代表社員、
業務執行社員6人・2社、
社員5人）

300万円（代表社員150
万円、業務執行社員50
万円・40万円、社員20
万円）

400万円（200万円/人） 250万円（50万円/人） 32万円（代表社員・業
務執行社員3万円、社
員1万円）

20haの水稲生産と米の
販売、作業受託（春・秋
の機械作業、乾燥調製）、
転作受託

11.5haの水稲生産、作
業受託、転作受託

17haの水稲生産・販売、
転作受託、給排水設備・
電気工事、土木工事

堆肥散布と農業資材の
共同購入

新規就農者対応（事業
継承）、品目横断的経
営安定対策及び事業
導入対応

協業組織を2人で立ち
上げたが補助を受ける
には法人化した方が有
利

地域の農地の維持する
担い手となるため

社員の経営に共通する
部門や経営発展に寄
与する事業を行うため
の会社設立

資金力や技術力で劣る
社員（新規参入者）が
出資額に関係なく経営
者（代表社員）と同じ立
場で話し合いによる運
営ができる、株式会社に
比して設立手続きが簡単

設立や機関設計が簡便、
地域の農地を維持する
という考え（株式会社は
営利目的というイメージ
が強いと判断）

有限会社の代替として、
非農業部門の事業を含
む事業内容（農事組合
法人は不可）と設立・機
関設計の簡易性、地域
の農地を守るという思い

LLP（有限責任事業組
合）と比較、法人格をも
つことで農地の貸借・所
有が可能、地域におけ
る交渉力の強化が可能

新規参入者（家族員外）
への事業継承を目的と
した法人化

将来的には株式会社
への移行も検討

注）聞き取り調査により作成
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市
民
講
座
開
講
中

 
 

地
域
の
方
々
に
中
央
農
研
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
に
、研
究
者
が
専
門
分
野
の
話
題
を
中
心
に
お
話

す
る
市
民
講
座
を
19
年
10

月
か
ら
開
講
し
ま
し
た
。

毎
月
、第
２
土
曜
日（
9
時

30
分
〜
10
時
30
分
）に
食

と
農
の
科
学
館
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

（
今
後
の
予
定
）

第
12
回 

9
月
13
日（
土
）

　
　
カ
メ
ム
シ
の 

に
お
い

　
　
の
不
思
議

第
13
回 

10
月
11
日（
土
）

　
　
雑
草
の
埋
土
種
子

　
　
と
そ
の
管
理

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
（
開
放
型
研
究
施
設
）

　
民
間
や
大
学
な
ど
と
共
同
し
て
研
究
を
行
う
た
め
に
、

研
究
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
学
官
共
同
開
発

　
研
究
施
設

●
環
境
保
全
型
病
害
虫
防
除
技
術
開
発
共
同
実
験
棟

●
萌
芽
研
究
推
進
共
同
実
験
棟

利
用
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
管
理
部
　
業
務
推
進
室
（
交
流
チ
ー
ム
） 

　

T
E
L
　
0
2
9
│

8
3
8
│

7
1
5
8
　
　

F
A
X
　
0
2
9
│

8
3
8
│

8
5
7
4

若
林
正
俊
農
林
水
産
大
臣
視
察

　
7
月
7
日
、若
林
正
俊
農
林
水
産
大
臣
が
中
央
農

研
を
ご
視
察
に
な
り
ま
し
た
。
大
臣
は
、
中
央
農

研
が
開
発
し
た
不
要
な
副
産
物
を
出
さ
な
い

B
D
F
製
造
法
（
S
T
I
N
G
法
）
と
、
水
田
立

毛
放
牧
と
飼
料
イ
ネ
の
ロ

ー
ル
ベ
ー
ル
サ
イ
レ
ー
ジ

給
与
を
組
み
合
わ
せ
た
周

年
型
耕
畜
連
携
モ
デ
ル
と

を
ご
覧
に
な
り
、
環
境
に

優
し
く
食
料
自
給
率
向
上

の
決
め
手
と
期
待
さ
れ
る

こ
れ
ら
の
研
究
に
つ
い
て
、

担
当
者
の
説
明
に
詳
し
い

質
問
を
さ
れ
な
が
ら
深
く

う
な
ず
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ

N
H
K
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」で
脚
光
！

　
6
月
23
日
、N
H
K

総
合
テ
レ
ビ
で
「
ヒ
マ

ラ
ヤ 

氷
河
湖
決
壊
の

危
機
」
と
題
し
て
、
地

球
温
暖
化
に
伴
う
氷
河

湖
決
壊
を
監
視
す
る
警

報
シ
ス
テ
ム
の
取
組
み

が
紹
介
さ
れ
、
大
き
な

話
題
を
呼
び
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
陰
で
支
え
て
い
る
の
が
、

中
央
農
研
開
発
の
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
で
す
。
詳

し
く
は
、
中
央
農
研
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

（http://narc.naro.affrc.go.jp/soshiki/fim
rt/

index.htm
l

）

夏
休
み
公
開
　
今
年
も
開
催

　
子
ど
も
向
け
の
「
夏
休
み
公
開
」

を
７
月
26
日（
土
）に
食
と
農
の
科

学
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
し
、

暑
い
中
２
５
０
０
名
も
の
方
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
う
ど
ん
用

小
麦
で
手
打
ち
う
ど
ん
づ
く
り
、
麦
や
お
イ
モ
の

新
品
種
の
試
食
な
ど
親
し
み
や
す
く
研
究
成
果
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
の
宿
題
に
な
る
バ
イ

テ
ク
実
験
や
作

物
の
病
気
や
害

虫
の
観
察
、
ど

ろ
だ
ん
ご
づ
く

り
や
藍
染
め
、

む
か
し
の
暮
ら

し
を
体
験
な
ど

楽
し
く
遊
び
な

が
ら
学
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　  
一
般
公
開

　
北
陸
研
究
セ
ン
タ
ー（
新
潟

県
上
越
市
）で
は
、７
月
11
日
・

12
日
の
２
日
間
一
般
公
開
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
新
た

に
行
っ
た
粘
土
で
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
作
る
「
土
遊
び
」

は
子
供
た
ち
に
人
気
で
、
時

間
を
忘
れ
て
没
頭
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
一
般
向
け
に

行
っ
た
当
セ
ン
タ
ー
で
育
成

し
た
そ
ば
品
種
「
と
よ
む
す
め
」

の
試
食
も
、
大
変
お
い
し
い

と
好
評
で
し
た
。

土遊びに夢中そば打ち名人による実演


